
活動業績報告書
豊田市足助「重伝建の町並み」を活用した郷土学習
　　　　　　　　　　　　　　　　の継続的な取り組み

現在の体制 今後の展開

サポート

１

足助小学校

学習したことを（家庭で）
子どもが保護者に伝える

この豊田市足助「重伝建の町並み」を
活用した郷土学習は、令和 3年度から
（重伝建地区選定 10 周年をキッカケに）

足助中学校、足助高等学校
にも展開し始めました。

次の 10 年（選定 20周年）に向けて、
学校と豊田市・講師、小・中・高の連携を
少しずつ深めて行きたいと思います。

講師豊田市

文化財課 足助分室 /
博物館準備課の職員

校長、教頭、教務主任、
各学年（学級）の担任

堀部篤樹
（愛知産業大学 通信教育部 建築学科 准教授、〇〇建築ワークショッパー、
  椙山女学園大学他非常勤講師、元・名古屋市立大学鈴木研究室研究員）

足助町並みサポーター、足助小学校スクールサポーター、大学生（椙山女学園大学他）、
足助観光協会、重伝建地区選定 10 周年事業実行委員会、足助のみなさん

豊田市足助の町並みが、平成 23 年 6 月に国の重要伝統的建造物群保存地区に選定され、将来の町並み保存やまち
づくりの担い手である地元の子どもたちに、郷土の歴史や町並み保存に対する理解を深めてほしい、という想いか
ら平成 25 年に始まりました。今年度で 11 年目を迎えています。平成 25 年度から平成 27 年度にかけて、豊田市
が名古屋市立大学芸術工学部鈴木賢一研究室に体験型ワークショップの運営及びプログラムの作成を委託し、実践。
平成 28 年度からは、豊田市と講師が継続的に足助小学校の郷土学習を支援しています。足助小学校では、年間ス
ケジュールに位置付けられました。小学校の教員や市の職員が異動しても、継続できる運営体制もできました。一
昨年度から、足助中学校や愛知県立足助高等学校にも展開し始めています。次の 10 年を目標に、持続可能な活動
にしたいと思っています。
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指　令
足助の まちを しらべよっ

きみたちは、
どれだけの スタンプを
あつめられるかっ？

あすけ

① ② ③ ④
⑤ ⑥ ⑦ ⑧
⑨ ⑩ ⑪ ⑫

さぁ いっぱいスタンプを あつめよう !!
「○」のなかの すうじが あうところに、

スタンプを おそう !!

くるまに きをつけて !
まわりをみて あるこう !!
じかんまでに がっこうに もどろう !!!

馬頭観音
ばとう  かんのん

玉田屋
たまだや

足助商工会
あすけしょうこうかい足助交流館

（トイレ）

あすけこうりゅうかん

道標

足助小学校
あすけ　しょうがっこう

旧鈴木家住宅（紙屋）

本町区民館
（トイレ）

小出家

大鳥居

足助中馬館（トイレ）

莨屋

常夜灯

「西町」
　　にしまち

「新町」

「本町」

「田町」

落合橋
おちあいばし

中橋

足助橋

真弓橋

マンリン書店
　　　　　　　  しょてん

両口屋
地蔵堂

名古屋牛乳屋

お釡稲荷
おかまいなり

観音山

こいでけ

かんのんやま

井筒亀

ＪＡ
じぇいえー

駐車場

おおとりい

あすけ　ちゅうまかん

たばこや

　　たまち

あすけばし

まゆみばし

なごやぎゅうにゅう

いづかめ

ちゅうしゃじょう

（トイレ）

白久商店

郵便局

きゅうすずきけ　じゅうたく　かみや

ほんまち　くみんかん

　　しんまち

　　ほんまち

りょうぐちや

じぞうどう

はっきゅうしょうてん

ゆうびんきょく

塩の道づれ家
（トイレ）
火曜定休

みちしるべ

じょうやとう

なかばし

しお　　みち　　　　や　

鉤の手
かぎ　　て

①

②

③

④

⑤⑦

⑥

⑧

鉤の手
かぎ　　て

①

③

④

⑤

⑦

指令書（スタンプラリーのカード）

表 内側

スタンプラリー「足助の まちを しらべよっ！」

２

対象：小学２年生
教科：生活科
時間：２時限目～４時限目
内容：３～５人のグループに分かれ、まちの中で
　　　スタンプを集めながら、クイズの答えを探
　　　す、まちで楽しみ、まちと親しむプログラ
　　　ム。子どもが安全に活動できるように、大
　　　人がサポートに１～２名入ります。

修理中の⑥紙屋を特別見学クイズの答えを相談中 「あれぇ、ここどこ？」

「早くスタンプ押してっ」

まちの中でスタンプを集め、７個集めたら学校に

学校に戻って答え合わせ

・ 東ルートと西ルートに分かれて出発！
・ ①～⑦のスタンプを集めて学校に戻る！
・ ⑧のスタンプは学校でゲット！
・ ⑨～⑫はクイズに正解すればゲット！

指令書をさげて学校を出発！ 「あっ、①莨屋あったー！」⑦足助中馬館で質問中



「生きるために身を守る　昔の道具と建物の工夫」

火事からまちを守る今の取組（水道式消火機器）を体験中

火事からまちを守る昔の建物の工夫をまちの中で解説

（修理現場で）龍吐水を体験 まちを守る今の取組を説明

鳶口（左）、サイレン（右）などの火消し道具を体験中

対象：小学４年生
教科：総合的な学習の時間（防災）
時間：２時限目～４時限目
内容：学校で、昔のくらし、火事や災害について
　　　スライドでレクチャーした後、昔の火消し
　　　道具を体験します。
　　　その後、まちに出掛けて、建物の工夫や、
　　　今の取り組みについて解説します。

昔の火消し道具について、文化財課（左）や博物館準備課（右）の職員から説明（中央は担任）

３



４

「重伝建の「足助の町並み」を守るために」

紙屋旧鈴木家住宅の修理現場を見学（令和 4年 5月）

重伝建地区選定 10周年事業の実行委員に（令和 3年 1月）

町並みや萬屋旧田口家住宅を見学（令和 4年 5月）

これまでの学習で出た意見（令和 3年 1月）

対象：小学６年生
教科：総合的な学習の時間（歴史）
時間：随時（担任の思いや進み具合に合わせて）
内容：総合のテーマに合わせ、令和元年度までは
　　　児童それぞれが興味に思った事柄を調べる
　　　学習でした。令和２年度からは、足助の町
　　　並みに関して大人たちに提案する方向に転
　　　換しています。学習課題に合わせ、担任と
　　　市職員・講師が一緒になって進めています。

ブレインストーミング「足助のためにできることを考えよう」（令和 2年 11月）


